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バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
際
に
必
需
品
の
木
炭
。
私
た

ち
が
何
気
な
く
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
た
木
炭
の

段
ボ
ー
ル
箱
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
原
料
が
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
で
マ
レ
ー
シ
ア
産
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
と
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
林
野
庁
（
２
０
１
８
）
に

よ
る
と
、
木
炭
の
国
内
生
産
量
は
１
９
９
０
年
代
半
ば

以
降
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
輸
入
量
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
２
０
１
６
年
に
は
12
・
６
万
㌧
の
木
炭
が
中

国
お
よ
び
熱
帯
諸
国
（
マ
レ
ー
シ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
）
か
ら
輸
入
さ
れ
、
マ

レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
２
カ
国
で
輸
入
量
全
体

の
47
㌫
を
占
め
た
（
平
成
28
年
特
用
林
産
物
生
産
統
計

調
査
）。
本
稿
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
の
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
木
炭
を
通
し
て
見
え
て
く
る
熱
帯
林
と
人
び
と
の
暮

ら
し
を
紹
介
し
た
い
。

「
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト
」
の
形
成

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
無
数
の
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
る
世

界
最
大
の
島と
う

嶼し
ょ

国
家
で
あ
り
、「
サ
バ
ン
か
ら
メ
ラ
ウ

ケ
ま
で
」
と
も
称
さ
れ
る
国
土
に
ア
ジ
ア
最
大
の
熱

帯
林
を
有
す
る
。
世
界
の
陸
地
面
積
の
約
１
・
３
㌫
に

過
ぎ
な
い
国
土
に
約
32
万
５
０
０
０
種
も
の
野
生
動
植

物
種
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
メ
ガ
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
国
家
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
（
河
本
２
０
１
１
）。

ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
多
数
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー

プ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
多
種
多
様
な
文
化
、
言

語
、
宗
教
が
混
在
し
て
お
り
、「
多
様
性
の
中
の
統
一

（Bhinneka T
unggal Ika

）」
が
国
是
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

木
炭
生
産
の
話
に
入
る
前
に
、
そ
の
原
料
で
あ
る

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
生
育
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
熱

帯
林
」
の
制
度
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て

お
き
た
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
約
70
㌫
の
国
土
（
約

１
億
３
０
０
０
万
㌶
）
は
、「
恒
久
的
な
林
地
と
し
て

そ
の
存
在
が
維
持
さ
れ
る
た
め
に
、
政
府
に
よ
っ
て
指

定
も
し
く
は
決
定
さ
れ
る
特
定
の
地
域
」（
１
９
９
９

年
法
律
第
41
号
「
林
業
法
」
第
１
条
）
と
し
て
法

的
に
位
置
付
け
ら
れ
る
「
国
有
林
地
（K

aw
asan 

H
utan

）」
で
あ
る
。
国
有
林
地
は
、保
護
林
、保
全
林
、

生
産
林
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
面
積
の
約
60
㌫
は

生
産
林
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。

国
有
林
地
は
そ
の
歴
史
的
形
成
か
ら
「
ポ
リ
テ
ィ

カ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト
」（V

andergeest and Peluso 

2015

）
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

１
８
７
０
年
の
土
地
法
に
よ
っ
て
「
個
人
お
よ
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
な

い
全
て
の
土
地
は
国
有
地
で
あ
る
」
と
す
る
国
有
地
宣

言
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
国
有
地
宣
言
に
よ
っ
て
、
農
園

企
業
に
よ
る
大
規
模
な
投
資
を
可
能
に
す
る
た
め
の
制

度
的
枠
組
み
が
作
ら
れ
る
一
方
で
、
山
間
部
で
焼
畑
耕

作
が
行
わ
れ
て
い
た
土
地
も
、
住
民
の
使
用
権
や
占
有

権
が
な
い
と
見
な
さ
れ
て
西
欧
人
に
対
す
る
長
期
事
業

用
益
権
が
付
与
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
後
今
日
ま
で
続
く

土
地
紛
争
の
原
因
と
な
っ
た（
水
野
・
ク
ス
マ
ニ
ン
チ
ャ

ス
２
０
１
２
）。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
国
有
林
地

の
形
成
は
、
１
９
６
７
年
法
律
第
５
号
「
林
業
法
」
と

１
９
８
０
年
代
初
頭
に
実
施
さ
れ
た
「
森
林
利
用
協
定

（
Ｔ
Ｇ
Ｈ
Ｋ
）」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
の

開
発
独
裁
下
に
お
け
る
政
府
機
関
や
企
業
に
よ
る
莫ば
く

大だ
い

な
利
潤
の
蓄
積
を
可
能
に
し
た
。
し
か
し
植
民
地
期
と

同
様
に
、
多
く
の
住
民
が
居
住
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
暴
力
に
よ
っ
て
外
島
（
ジ
ャ
ワ
島
・
マ
ド
ゥ
ラ

島
以
外
）
の
大
部
分
を
国
有
林
地
に
編
入
し
、
住
民
の

慣
習
権
を
無
効
に
し
た
た
め
、
多
く
の
土
地
紛
争
を
引

き
起
こ
し
た
。
ス
ハ
ル
ト
体
制
が
終し
ゅ
う
え
ん焉

を
迎
え
る
と
、

住
民
が
慣
習
的
な
土
地
権
に
対
し
て
積
極
的
に
声
を
上

げ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
土
地
保
有
改
革

が
活
発
化
し
て
い
る
。
近
年
で
は
「
国
家
中
期
開
発
計

画
（
２
０
１
５
～
２
０
１
９
）」
の
中
で
９
０
０
万
㌶

の
土
地
保
有
改
革
と
１
２
７
０
万
㌶
の
社
会
林
業
が
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。

九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
准
教
授
　
藤
原
敬
大

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
木
炭
の
生
産
者
の「
顔
」

その３

暮らしの
中の熱帯
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リ
ア
ウ
諸
島
州
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
製
炭
業

リ
ア
ウ
諸
島
州
は
多
数
の
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
、
州

面
積
の
96
㌫
は
海
域
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
国
境
を
接
し
て

い
る
。

出
典
に
よ
っ
て
数
値
が
異
な
る
の
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
正
確
な
面
積
を
把
握
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
世
界
最
大
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
保
有
国
で
あ
る
。
現
在
バ
タ
ム
島
に
お
い
て
住

民
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
利
用
の
中
で
最
も
規
模
の
大
き
い

も
の
は
製
炭
業
で
あ
り
（
原
田
・
小
林
２
０
１
２
）、

長
ら
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
輸
出
を

目
的
と
し
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
木
炭
の
生
産
が
行
わ
れ
て

き
た
（
渕
上
２
０
１
６
）。
筆
者
が
リ
ア
ウ
諸
島
州
で

実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
２
０
１
６
年
１
月
お

よ
び
２
０
１
７
年
３
月
）
に
お
い
て
も
「
１
９
３
０
年

代
に
は
リ
ア
ウ
諸
島
州
で
炭
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
た
」

と
の
話
が

住
民
か
ら

聞
か
れ
、

１
９
３
３

年
７
月
17

日
に
地
方

政
府
が
発

行
し
た
オ

ラ
ン
ダ
語

と
中
国
語

で
書
か
れ

た
炭
窯
の

更
新
許
可

証
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
住
民
の
中
に
は
「
オ

ラ
ン
ダ
に
よ
る
植
民
地
化
が
始
ま
っ
た
１
６
０
０
年
代

に
は
す
で
に
炭
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」
と
の
話
を
す
る
者
も
お
り
、
リ
ア
ウ
諸
島
州
で

炭
焼
き
が
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

１
０
０
年
以
上
に
及
ぶ
古
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
た
。

炭
焼
き
の
現
場
を
訪
ね
て

炭
焼
き
の
現
場
を
見
る
た
め
、
カ
リ
ム
ン
県
の
県
庁

所
在
地
で
あ
る
タ
ン
ジ
ュ
ン
・
バ
ラ
イ
・
カ
リ
ム
ン
で

小
型
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
同
県
ブ
ル
郡
Ｔ
Ｂ
Ｋ
村
へ

向
か
っ
た
。
我
々
の
訪
問
に
応
対
し
て
く
れ
た
Ｌ
氏
に

よ
る
と
、
Ｔ
Ｂ
Ｋ
村
は
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
有

し
、
住
民
は
主
に
炭
焼
き
、
漁
労
、
ヤ
ギ
の
肥
育
で
生

計
を
立
て
て
い
た
。
炭
焼
き
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
１
回
の
炭
焼
き
に
２
～
３
カ
月
か
か
り
、
90
㌧
の

原
料
（
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
）
か
ら
12
㌧
の
木
炭
が
で
き
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
出
来
上
が
っ
た
木
炭
は
品
質
に

よ
っ
て
選
別
し
、
低
品
質
な
も
の
は
ロ
ー
カ
ル
用
と
し

て
４
万
ル
ピ
ア
（
３
５
０
円
程

度
［
２
０
１
６
年
１
月
時
点
］）

／
20
㌔
㌘
で
販
売
さ
れ
、
高
品

質
な
も
の
は
輸
出
用
と
し
て
バ

タ
ム
島
へ
送
ら
れ
る
。
し
か
し
、

バ
タ
ム
島
で
の
木
炭
の
輸
出
価

格
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
。

炭
窯
は
伝
統
的
に
男
子
へ
相
続

さ
れ
、
現
在
の
炭
窯
は
レ
ン
ガ

で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
増
え

て
い
る
が
、
古
い
炭
窯
は
粘
土

で
作
ら
れ
て
お
り
、
レ
ン
ガ
製
の
も
の
よ
り
も
耐
久
性

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

炭
窯
を
見
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
、
原
料
で
あ
る
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
を
炭
窯
へ
搬
入
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る

真
っ
最
中
で
あ
っ
た
。
原
料
の
搬
入
は
手
作
業
で
行
わ

れ
て
お
り
、
大
変
な
重
労
働
で
あ
る
と
感
じ
た
。
ま
た

村
内
を
散
策
し
て
い
る
と
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
葉
を
ヤ

ギ
へ
与
え
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
Ｌ
氏
に
よ
る
と
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
葉
を
ヤ
ギ
に
与
え
る
の
は
伝
統
的
な

も
の
で
は
な
い
が
、
す
で
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
け

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
ヤ
ギ
に
岩
塩
を
与

え
る
と
良
い
の
で
、
塩
分
が
含
ま
れ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
葉
を
与
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
）。

続
い
て
同
県
北
カ
ン
ド
ゥ
ー
ル
郡
の
Ｔ
Ｒ
村
を
訪
問

し
た
。
応
対
し
て
く
れ
た
Ｎ
氏
に
よ
る
と
、
炭
窯
は
華

人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
お
り
、
生
産
さ
れ
た
木
炭
は

三
つ
の
等
級
（
輸
出
用
二
つ
、
ロ
ー
カ
ル
用
一
つ
）
に

選
別
さ
れ
、
１
袋
当
た
り
20
㌔
㌘
で
袋
詰
め
し
た
後
、

輸
出
用
の
も
の
は
バ
タ
ム
島
へ
送
ら
れ
る
。
し
か
し
Ｎ

氏
も
木
炭
の
輸
出
価
格
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
。

カリムン県ブル郡 TBK 村

炭窯

リアウ諸島州カリムン県のマングローブ
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炭
焼
き
の
原
料
と
し
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
根
、
枝
、
幹

が
使
わ
れ
、
葉
は
Ｔ
Ｂ
Ｋ
村
と
同
様
に
飼
料
と
し
て
ヤ

ギ
に
与
え
ら
れ
て
い
た
。
木
炭
の
生
産
に
は
３
カ
月
程

度
（
火
入
れ
・
燃
焼
に
１
カ
月
、
冷
却
に
１
カ
月
、
袋

詰
め
に
１
カ
月
）
か
か
り
、
炭
焼
き
1
回
当
た
り
で

３
０
０
万
～
４
０
０
万
ル
ピ
ア
（
2
万
６
０
０
０
～

3
万
５
０
０
０
円
程
度
［
２
０
１
６
年
１
月
時
点
］）

の
収
入
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

タ
ン
ジ
ュ
ン
・
バ
ラ
イ
・
カ
リ
ム
ン
に
戻
り
、Ｋ
氏（
カ

リ
ム
ン
県
Ｈ
Ｔ
Ｒ
協
同
組
合
長
）
に
木
炭
の
輸
出
に
つ

い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
輸
出
価
格
は
４
５
０
万
ル
ピ

ア
（
約
４
万
円
［
２
０
１
６
年
1
月
時
点
］）
／
㌧

で
、
バ
タ
ム
島
の
企
業
へ
売
ら
れ
た
木
炭
は
日
本

や
台
湾
へ
輸
出
さ
れ
る
と
の
回
答
を
得
た
。
し
か

し
、
輸
出
先
（
例
え
ば
日
本
）
で
の
木
炭
の
販
売

価
格
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
氏
か
ら
は
、
炭
焼
き
（
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の

伐
採
、炭
窯
へ
の
原
料
の
搬
入
、炭
窯
の
火
の
管
理
、

炭
窯
か
ら
の
木
炭
の
搬
出
等
）
に
従
事
す
る
労
働

者
の
多
く
は
契
約
労
働
者
で
あ
り
、
近
隣
の
村
か

ら
働
き
に
来
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
30
年
近
く
に

わ
た
っ
て
住
み
込
み
で
働
い
て
い
る
人
も
い
る
と
の
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
伐
採
禁
止
令
と
Ｈ
Ｔ
Ｒ
協
同
組
合
の
設
立

リ
ア
ウ
諸
島
州
で
は
長
き
に
わ
た
っ
て
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
を
原
料
と
す
る
製
炭
業
が
住
民
た
ち
に
よ
っ

て
営
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
の
減
少
が
深
刻
で
あ
り
、
１
９
９
０
年

に
約
３
０
６
万
㌶
あ
っ
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
２
０
１
５

年
ま
で
に
約
２
２
４
万
㌶
へ
と
減
少
し
た
（
Ｆ
Ａ

Ｏ
２
０
１
５
）。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
保
護
す
る
た
め
、

１
９
９
５
年
大
統
領
令
第
37
号
に
よ
っ
て
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
天
然
林
の
伐
採
が
禁
止
さ
れ
、
２
０
０
７
年
バ
タ
ム

規
制
第
６
号
に
よ
っ
て
伐
採
許
可
証
の
効
力
が
正
式
に

停
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
現
在
バ
タ
ム
島
で
見
ら
れ
る

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
材
を
用
い
た
製
炭
業
は
、
法
律
上
は

全
て
違
法
で
あ
る
（
原
田
２
０
１
１
、
原
田
・
小
林

２
０
１
２
、
渕
上
２
０
１
６
）。
そ
の
一
方
で
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
木
炭
は
国
外
輸
出
品
と
し
て
州
や
国
に
と
っ
て

も
大
き
な
収
入
源
で
あ
り
、
ま
た
製
炭
業
に
代
わ
る
仕

事
を
行
政
が
提
示
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
厳
重
な

取
り
締
ま
り
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
住
民
が
伝
統
的
な

手
法
を
維
持
し
以
前
と
同
程
度
に
人
為
イ
ン
パ
ク
ト
を

抑
え
る
の
で
あ
れ
ば
行
政
は
黙
認
す
る
と
い
う
法
と
実

態
の
乖か
い

離り

の
中
で
、
住
民
た
ち
に
よ
る
「
自
主
規
制
」

と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
製
炭
業
は
続
け
ら
れ
て
い

る
（
原
田
２
０
１
１
、
原
田
・
小
林
２
０
１
２
、
渕
上

２
０
１
６
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
Ｈ
Ｔ
Ｒ
協
同
組
合

を
設
立
す
る
こ
と
で
合
法
的
に
製
炭
業
を
営
も
う
と

す
る
取
り
組
み
も
見
ら
れ
る
。
Ｈ
Ｔ
Ｒ
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
生
産
林
の
木
材
生
産

機
能
を
高
め
る
た
め
に
、
個
人
ま
た
は
協
同
組
合
に
対

し
て
生
産
林
に
お
け
る
60
年
間
（
35
年
間
の
延
長
が

可
能
）
の
事
業
許
可
を
交
付
す
る
社
会
林
業
政
策
の

一
つ
で
あ
る
。
リ
ア
ウ
諸
島
州
で
は
２
０
１
０
年
に

K
operasi W

ana Jaya K
arim

un

（
カ
リ
ム
ン
県
）

とK
operasi M

angrove Lestari Indah Lingga
（
リ
ン
ガ
県
）
の
二
つ
の
Ｈ
Ｔ
Ｒ
協
同
組
合
が
設
立
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
９
３
３
５
㌶
お
よ
び
1
万
２
１
９
５
㌶
の

生
産
林
（
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
）
を
管
理
し
て
い
る
。
Ｋ
氏

に
よ
る
と
、
２
０
０
６
年
以
前
は
個
人
で
マ
ン
グ
ロ
ー

炭窯への搬入作業

出来上がった木炭の袋詰め作業

ヤギの飼料として与えられているマングローブの葉

木炭の原料となるマングローブ
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ブ
の
伐
採
許
可
を
申
請
し
て
い
た
が
、
２
０
０
７
年
の

規
則
改
正
に
よ
っ
て
申
請
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

現
在
は
Ｈ
Ｔ
Ｒ
協
同
組
合
と
し
て
許
可
を
取
得
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
組
合
は
「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

を
１
本
伐
採
し
た
ら
４
本
植
え
る
」
と
い
う
規
則
を
定

め
て
お
り
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
活
動
で
林
業
省
か

ら
表
彰
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。そ
れ
ゆ
え
、マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
人
工
林
を
持
続
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
天
然
林
を
保
護
し
な
が
ら
製
炭
業
を
営
む
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
顔
」
を
思
い
浮
か
べ
る

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
大
手
９
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
を
見
て
み
る
と
、
４
社
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

産
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
木
炭
の
取
り
扱
い
が
あ
り
、
そ

の
平
均
価
格
は
１
㌔
㌘
当
た
り
１
２
９
円
で
あ
っ
た

（
２
０
１
８
年
10
月
９
日
時
点
）。
為
替
レ
ー
ト
や
物
価

の
変
動
も
あ
る
の
で
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
参
考

と
し
て
バ
タ
ム
島
に
お
け
る
輸
出
価
格
４
万
円
／
㌧

（
２
０
１
６
年
１
月
時
点
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
バ

タ
ム
島
で
輸
出
さ
れ
た
木
炭
が
日
本
の
消
費
者
の
手
に

渡
る
ま
で
の
間
に
価
格
は
３
倍
以
上
（
１
㌔
㌘
当
た
り

40
円
が
１
２
９
円
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
木
炭
の
生
産
お
よ
び
輸
出
に
は
、
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
を
伐
採
し
製
炭
す
る
「
村
集
落
住
民
」、
木

炭
を
運
搬
す
る
「
運
搬
業
者
」、
運
搬
さ
れ
た
木
炭
を

分
類
し
て
輸
出
業
者
に
販
売
す
る
「
仲
買
企
業
」、
そ

し
て
実
際
に
輸
出
す
る
「
貿
易
企
業
」
の
四
つ
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
（
渕
上

２
０
１
６
）。
筆
者
が
実
施
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ

る
と
、
製
炭
業
に
従
事
す
る
住
民
の
多
く
は
契
約
労
働

者
で
あ
り
、
住
民
は
輸
出
価
格
に
つ
い
て
知
ら
ず
、
ま

た
Ｈ
Ｔ
Ｒ
組
合
長
も
日
本
で
の
販
売
価
格
に
つ
い
て
は

知
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
で
も
見
た

よ
う
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
炭
焼
き
の
多
く
は
手
作
業
で

行
わ
れ
て
お
り
、大
変
な
重
労
働
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

私
た
ち
が
購
入
し
た
木
炭
の
代
金
が
適
正
に
住
民
へ
還

元
さ
れ
る
仕
組
み
作
り
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
炭
焼
き

を
営
む
人
び
と
の
暮
ら
し
を
持
続
的
に
す
る
た
め
に
重

要
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
仕
組
み
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

で
あ
ろ
う
（
原
田
２
０
１
８
）。

ま
た
住
民
た
ち
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
め
ぐ
る
制
度
の

変
化
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
現
在
は
法
と
実
態
が
乖
離

す
る
中
で
製
炭
業
を
営
ん
で
い
る
。
木
炭
は
東
南
ア
ジ

ア
に
お
い
て
生
活
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、

現
在
は
ア
ジ
ア
先
進
国
に
お
け
る
需
要
に
応
じ
る
形
で

薪
炭
材
用
の
伐
採
が
行
わ
れ
て
お
り
、
バ
タ
ム
島
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
渕
上
２
０
１
６
）。
し
か
し

２
０
０
７
年
に
施
行
さ
れ
た
規
制
に
よ
っ
て
伐
採
許
可

証
の
効
力
が
停
止
さ
れ
た
た
め
、
現
在
バ
タ
ム
島
で
見

ら
れ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
原
料
と
す
る
製
炭
業
は
、
法

律
上
全
て
違
法
で
あ
る
。
日
本
で
は
２
０
１
７
年
５
月

に
「
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
）」
が
施
行
さ
れ
て

お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
木
炭
の

輸
入
や
製
炭
業
を
営
む
住
民
の
生
計
に
も
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
Ｈ
Ｔ

Ｒ
協
同
組
合
は
違
法
状
態
と
な
っ
て
い
る
住
民
の
伝
統

的
な
製
炭
業
を
合
法
化
し
、
生
計
を
支
援
す
る
有
効
な

政
策
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

現
在
「
生
産
」
と
「
消
費
」
の
現
場
は
遠
く
離
れ
て

お
り
、
現
場
を
知
ろ
う
と
す
る
「
意
識
」
が
な
け
れ
ば

生
産
者
の
「
顔
」
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

私
た
ち
が
何
気
な
く
消
費
し
て
い
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

木
炭
を
通
じ
て
熱
帯
林
や
人
び
と
の
暮
ら
し
を
見
て
み

る
と
、
制
度
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
法
と
実
態
が

乖
離
す
る
中
で
、
住
民
た
ち
が
重
労
働
を
伴
い
な
が
ら

手
作
業
に
よ
っ
て
生
産
し
て
い
る
姿
が
あ
っ
た
。
毎
日

の
生
活
の
中
で
私
た
ち
が
何
気
な
く
消
費
し
て
い
る
製

品
は
ど
の
よ
う
な
現
場
で
作
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の

意
識
を
持
ち
始
め
る
こ
と
が
熱
帯
地
域
の
み
な
ら
ず
、

持
続
的
な
資
源
管
理
や
人
び
と
の
暮
ら
し
を
考
え
る
た

め
の
第
一
歩
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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